
イベント情報  

宮城県地域同窓会総会 ・東北ブロ ッ ク代表者会議  

今 年 度 の 地 域 同 窓 会 総 会 が 全 国 各 地 で 始 ま り 、 東

北 地 域 は ６ 月 １ ２ 日 は 秋 田 県 、 ７ 月 １ ７ 日 は 宮 城

県 、 ８ 月 ２ ８ 日 は 青 森 県 と 続 々 開 催 さ れ ま し た 。  

当 オ フ ィ ス は 宮 城 県 同 窓 会 総 会 に 参 加 さ せ て い た だ

き ま し た 。 ホ テ ル サ ン ル ー ト 仙 台 に て 社 会 福 祉 学 部

教 授 の 野 口 定 久 先 生 を 講 師 に 迎 え 、 「 こ れ か ら の 社

会 福 祉 の 展 望 と 誯 題 ― 新 し い 産 業 と し て の 福 祉 人

材 養 成 」 と 題 し た 文 化 講 演 会 が 開 か れ 、 そ の 後 地 域

同 窓 会 総 会 、 懇 親 会 を 行 い ま し た 。  

懇 親 会 で は 盛 り 上 が り を 見 せ 、 今 ま で 以 上 に 交 流 が

深 ま り ま し た 。  

１ ０ 月 ２ 日 は 東 北 地 域 ブ ロ ッ ク 代 表 者 会 議 が 仙 台

ガ ー デ ン パ レ ス に て 開 催 さ れ 、 同 窓 会 本 部 ・ 東 北 各

県 代 表 に な っ て お ら れ る 計 １ ２ 名 の 方 々 が 参 加 さ れ

ま し た 。 地 域 同 窓 会 の 状 況 、 今 後 の 計 画 や 取 り 組 み

な ど 発 表 し 、 い か に 同 窓 会 を 盛 り 上 げ 母 校 の 発 展 に

貢 献 し て い く か を 話 し 合 い ま し た 。  

１ ９ ５ ５ 年 に 同 窓 会 が 結 成 さ れ 、 今 年 で ５ ５ 周 年 。 同

窓 会 設 立 ５ ５ 周 年 記 念 祭 が 大 学 祭 と 同 時 開 催 さ れ

ま す の で 、 会 員 の み な さ ま 母 校 へ 足 を 運 ん で み て は

い か が で し ょ う か ？  

当 オ フ ィ ス も 同 窓 会 と の 連 携 強 化 に 努 め て い き ま す

の で 、 在 学 生 ・ 進 学 志 望 者 へ の 支 援 に 力 を 入 れ て い

き ま し ょ う 。  

日 本 福 祉 大 学  

発行日： ２０ １ ０年１０月２８日  

第 ４ 号  

 山形最上オフィス通信 

う だ る よ う な 暑 さ の 夏 も 終 わ り 、 過 ご し や す い 秋 に な り ま

し た 。 み な さ ま い か が お 過 ご し で し ょ う か ？  

５ 月 末 か ら 東 北 地 域 で 進 学 相 談 会 ・ Ａ Ｏ ガ イ ダ ン ス を

行 い ま し た 。 初 の 試 み で し た が 、 多 く の 高 校 生 に 足 を 運

ん で い た だ き ま し た 。 ふ く し の こ と 、 取 得 で き る 資 格 、 下

宿 や 奨 学 金 制 度 な ど 、 真 剣 に 職 員 の 話 を 聞 き 、 本 学 へ

の 理 解 を 深 め て い ま し た 。  

オ ー プ ン キ ャ ン パ ス も こ れ ま で ５ 月 、 ７ 月 、 ８ 月 と 開 催 さ

れ て い ま す 。 午 前 は 学 部 学 科 や 入 試 対 策 な ど の 説 明

会 が メ イ ン で 、 午 後 か ら は 講 義 体 験 、 在 学 生 に よ る

キ ャ ン パ ス ツ ア ー 、 個 別 進 学 相 談 会 、 下 宿 バ ス ツ ア ー

な ど 様 々 な イ ベ ン ト が 目 白 押 し で す 。 ８ 月 の オ ー プ ン

キ ャ ン パ ス で は ２ ４ 時 間 テ レ ビ の 巨 大 ド ミ ノ 倒 し を 美 浜

キ ャ ン パ ス で 見 学 ・ 半 田 キ ャ ン パ ス で 上 映 し ま し た 。  

 

東 北 地 域 か ら も オ ー プ ン

キ ャ ン パ ス に 参 加 し て い ま

す 。 「 実 際 に 大 学 を 見 て 、

よ り 一 層 入 学 し た い 気 持 ち

が 強 く な り ま し た ！ 来 て 良

か っ た で す 。 」 と い う 嬉 し い

声 も 参 加 者 の 方 か ら い た だ

い て い ま す 。  

次 回 の オ ー プ ン キ ャ ン パ ス の 開 催 は 、 １ ０ 月 ３ １ 日 が 半

田 キ ャ ン パ ス 、 １ １ 月 ６ 日 が 美 浜 キ ャ ン パ ス と な っ て お

り ま す 。 １ １ 月 ６ 日 ～ ７ 日 は 第 ５ ８ 回 福 祉 大 学 祭 も 開 催

さ れ ま す の で 、 さ ら に 楽 し め る こ と 間 違 い な し で す 。  

今 年 最 後 の オ ー プ ン キ ャ ン パ ス な の で こ の 機 会 を お 見

逃 し な く 、 是 非 ご 参 加 く だ さ い 。  
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山 形 最 上 オ フ ィ ス の ア ク セ ス  

〒 9 9 9 - 6 1 0 1  

山 形 県 最 上 郡 最 上 町 大 字 向 町 6 7 4 番 地  

最 上 町 立 中 央 公 民 館 内  

T E L   0 2 3 3 - 4 3 - 9 2 3 2  

F A X   0 2 3 3 - 4 3 - 2 3 5 0  

（ 火 ～ 土  1 0 : 0 0 ～ 1 8 : 0 0 ）  

※ ブ ロ ッ ク セ ン タ ー の ブ ロ グ を 始 め ま し た ！  

ブ ロ グ U R L  h t t p ： / / b l o g . n - f u k u s h i . a c . j p / b c - y a m a g a t a /  

（ P C ・ 携 帯 共 通 ）  

              （ ブ ロ グ 携 帯 用 Q R コ ー ド ）  

卒 業 生 の 声  

今 年 度 か ら 本 部 地 域 担 当 理 事 に な り ま し た 。 ど う ぞ

よ ろ し く お 願 い し ま す 。  

大 学 は 、 現 在 、 通 学 誯 程 ７ 学 部 、 通 信 教 育 部 、 大 学

院 で 構 成 す る 総 合 大 学 に 発 展 、 学 生 数 は 約 １ ２ ， ５

０ ０ 人 。 そ し て 山 形 最 上 オ フ ィ ス と 同 様 の ブ ロ ッ ク セ

ン タ ー を 全 国 ７ 箇 所 に 設 置 し て い ま す 。 同 窓 会 は 、

地 域 同 窓 会 を 基 軸 に 、 学 部 ・ 同 期 ・ 認 定 同 窓 会 と 多

様 な ネ ッ ト ワ ー ク が 構 築 さ れ 、 互 い の 親 睦 ・ 連 携 そ し

て 母 校 の 為 に 活 動 を し て い ま す 。  

私 は 、 “ ６ ０ 年 安 保 ” で 日 本 中 が 騒 然 と し た 時 に 入

学 。 改 め て そ の 後 の 社 会 の 変 貌 に 驚 か さ れ ま す 。 ２

１ 世 紀 に 入 っ て か ら の 貧 困 の 拡 大 、 年 間 ３ 万 人 を 超

え る 自 殺 者 、 子 ど も や 高 齢 者 の 虐 待 、 若 者 の 孤 立 ・

孤 独 、 生 き づ ら さ 等 々 の 問 題 に 、 社 会 福 祉 労 働 に 従

事 す る 者 と し て 怒 り が こ み 上 げ て き ま す 。  

こ の 時 こ そ 、 同 窓 会 各 々 の 領 域 で の 社 会 的 貢 献 が

期 待 さ れ ま す 。 １ 人 で も 多 く の 若 者 に 母 校 で 学 ん で

い た だ き 、 卒 業 後 は 地 元 に 迎 え 、 共 に ス ク ラ ム を 組

む こ と が 出 来 れ ば 、 生 き て い く こ

と が 困 難 な こ の 社 会 を 、 “ 誮 も が

安 心 し て 過 ご す こ と が 出 来 る 地

域 ” に 変 え る こ と が 出 来 る と 確 信

し て い ま す 。  

東 北 各 地 域 同 窓 会 は 、 母 校 の 発

展 の た め に 、 最 上 オ フ ィ ス と 協 働

し て 頑 張 っ て い き た い と 考 え て い

ま す 。  

 

（ 日 本 福 祉 大 学 同 窓 会 東 北 地 域

担 当 理 事  佐 俣 主 紀 さ ん ）  

写真左：  

宮城県地域同窓会

（懇親会）  

写真右：  

代表者会議  



は じ め ま し て 。 社 会 福 祉 学 部 保 健 福 祉 学 科 ア フ タ

ヌ ー ン コ ー ス ４ 年 の 沓 澤 紗 由 香 で す 。 美 浜 町 で 生 活

し て い ま す 。  

大 学 生 活 も 残 り 僅 か と な り ま し た が 、 サ ー ク ル 活 動 と

実 習 が 特 に 印 象 に 残 っ て い ま す 。 サ ー ク ル は 、 聴 覚

障 害 学 生 の 授 業 の 情 報 保 障 を す る パ ソ コ ン テ イ ク

サ ー ク ル に 入 っ て い ま す 。 １ 年 生 の 頃 は タ イ ピ ン グ も

遅 く 、 先 輩 方 に 頼 っ て ば か り で し た が 、 授 業 で 実 践 を

重 ね る に つ れ 、 速 さ も 大 事 で す が 、 い か に 大 事 な 部

分 を 逃 さ ず 打 つ か と い う こ と も 大 切 だ と 分 か り ま し

た 。  

サ ー ク ル を 通 し て 聴 覚 障 害 学 生 と も 交 流 す る 機 会 が

増 え 、 良 い 経 験 と な り ま し た 。  

実 習 の 方 は 、 ３ 年 次 に 社 会 福 祉 士 、 今 年 の 夏 に 精

神 保 健 福 祉 士 の 方 の 実 習 を 行 い ま し た 。 そ れ ぞ れ

の 実 習 で 学 ぶ こ と が 多 く 、 実 際 の 現 場 を 見 る こ と が

で き 、 と て も 勉 強 に な り ま し た 。  

卒 業 後 は 地 元 最 上 町 に 戻 り 、 大

学 で 学 ん だ こ と を 活 か し 、 仕 事 を

し て い け れ ば と 思 っ て い ま す 。 社

会 福 祉 士 と 精 神 保 健 福 祉 士 の

国 家 試 験 を 受 験 す る の で 、 両 方

合 格 を 目 標 に こ れ か ら も 頑 張 っ

て い き た い と 思 っ て い ま す 。 そ し

て 残 り の 大 学 生 活 も 楽 し く 過 ご し

て い き た い で す 。  

て か 、 知 り 合 い が い な い と い う 状 況 は す ぐ に 解 決 し 、

今 は 沢 山 の 友 達 や 先 輩 方 に 囲 ま れ て 、 楽 し く 生 活 を

し て い ま す 。 多 く の 人 が 知 り 合 い が あ ま り い な い と い

う 状 況 で 始 ま る と い う こ と に よ り 、 多 く の 新 た な 出 会

い が あ る こ と は 、 全 国 区 の 大 学 な ら で は の 魅 力 か も

し れ ま せ ん 。 ま た 、 僕 は 普 通 科 の 高 校 出 身 で 、 大 学

か ら 福 祉 を 学 ぶ と い う 、 学 習 面 で も 新 し い 状 況 に 対

す る 丌 安 が あ り ま し た 。  

し か し 、 先 生 方 の 分 か り や す い 講 義 も あ り 、 新 し い 分

野 へ の 挑 戦 も あ ま り 苦 に な り ま せ ん で し た 。  

今 普 通 科 や 他 の 分 野 を 主 に 学 ん で い る 人 達 も 、 興

味 が あ れ ば 是 非 考 え て 頂 き た い と 思 い ま す 。  

（ 仙 台 高 校 出 身  古 村 恒 太 く ん ）  

僕 は 現 在 、 日 本 福 祉 大 学 の 社 会 福 祉 学 部 に 在 籍 し

て い ま す 。  

高 校 が 仙 台 だ っ た 自 分 が 、 近 場

に あ っ た 東 北 福 祉 大 学 で は な く

日 本 福 祉 大 学 を 目 指 し た 理 由

は 、 家 庭 の 都 合 に よ る 引 っ 越 し

で す 。 高 校 の 友 達 の 多 く が 地 元

の 大 学 に 、 特 に 福 祉 の 道 を 志 す

人 達 は 東 北 福 祉 大 学 に 進 学 し 、

入 学 時 の 自 分 は 知 り 合 い の い な

い 状 況 に 丌 安 を 抱 え て い ま し

た 。  

し か し 、 日 本 福 祉 大 学 は 各 地 か

ら 学 生 が 入 学 し て く る 全 国 区 の 大 学 と い う こ と も あ っ

１ ０ 月 １ ４ 日 （ １ ９ ： ３ ０ ～ ） に 放 送 さ れ

た Ｎ Ｈ Ｋ の 情 報 番 組 「 ク ロ ー ズ ア ッ プ

現 代 」 に て 、 本 学 社 会 福 祉 学 部 の 湯

原 悦 子 准 教 授 が 出 演 し ま し た 。  

「 介 護 を 担 う 家 族 を 救 え 」 と い う テ ー

マ で 、 介 護 に 努 め る 家 族 側 に 焦 点 を

あ て 、 抱 え る 負 担 ・ 問 題 と 周 囲 の 対 応 に つ い て 迫 り

ま し た 。  

湯 原 准 教 授 は 、 介 護 す る 側 の 支 援 を す る た め に 必

要 な 取 り 組 み 、 介 護 者 法 の あ る べ き 姿 に つ い て 等 解

説 し ま し た 。 ご 覧 に な っ た 方 も い ら っ し ゃ る の で は な

い で し ょ う か 。  

今 後 こ の コ ー ナ ー で は 、 テ レ ビ や 新 聞 等 の メ デ ィ ア で

取 り 上 げ ら れ た 本 学 の 情 報 を 掲 載 し て い き ま す 。  
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学 生 奮 闘 記  

ブ ロ ッ ク セ ン タ ー よ り  

フ レ ッ シ ュ 新 入 生  

今 回 で 山 形 最 上 オ フ ィ ス 通 信 も ４ 号 目 に な り ま す が 、 広 報 を 作 る の は 難 し い で

す ね 。 「 読 む の が 楽 し み ！ 」 と 言 っ て も ら え る よ う な 広 報 を み な さ ま に お 届 け し た

い と 思 っ て い ま す 。 載 せ て ほ し い 事 柄 等 が あ り ま し た ら ご 連 絡 く だ さ い 。 （ 中 嶋 ）  

ブ ロ ッ ク セ ン タ ー で は 地 域 連 携 ・ 同 窓 会 連 携 、 大 学

案 内 、 入 試 相 談 等 に 取 り 組 ん で い ま す 。 大 学 案 内 の

ひ と つ と し て 高 校 訪 問 を 行 っ て

お り 、 ５ 月 か ら 現 在 ま で 訪 問 し

た 高 校 は ３ ６ ８ 校 。 走 行 距 離 は

約 ２ 万 ２ 千 K m に 及 び ま し た 。  

進 路 指 導 の 先 生 と お 会 い し て

進 路 状 況 を 伺 い 、 大 学 の 特 徴

や 学 部 学 科 の 概 要 、 入 試 等 説

明 さ せ て い た だ い て お り ま す 。 他 県 で も 最 上 町 と 縁

の あ る 先 生 と 出 会 っ た り 、 中 に は 広 報 車 （ 写 真 ） を 見

て 声 を か け て く だ さ っ た 先 生 も 。  

貴 重 な 出 会 い を 大 切 に し 、 本 学 と 東 北 ブ ロ ッ ク セ ン

タ ー の P R の た め 、 今 日 も 東 北 地 域 を 走 っ て い ま す 。  

こ こ で も 日 福  

● 一 般 推 薦 入 試 （ 前 期 ）  

● 専 門 高 校 ・ 総 合 学 科 等 推 薦 入 試 （ 前 期 ）   ＜ 出 願 期 間 ＞ １ １ 月  １ 日 ～ １ ７ 日  

● 高 等 学 校 卒 業 程 度 認 定 試 験 合 格 者 入 試   ＜ 試  験  日 ＞ １ １ 月 ２ ８ 日  

● 社 会 人 入 試                   ＜ 合 格 発 表 ＞ １ ２ 月  ４ 日  

● 同 窓 会 推 薦 一 般 入 試   

入 試 の  

ご 案 内  

編 集 日 誌  


